
士
族
反
乱
の
構
造
的
特
徴
に
つ

、

して
（
二
）

第
一
節

第
二
節

第
三
節

第
四
節

分
析
の
視
角

士
族
反
乱
の
要
求
と
意
識
構
造
（
以
上
前
号
）

士
族
反
乱
の
組
織
構
造
（
以
下
本
号
）

士
族
反
乱
の
歴
史
的
評
価

後
　
　
藤

靖

箪
三
節

士
族
反
乱
の
組
織
構
造

　
反
乱
軍
の
組
織
は
、
彼
等
の
意
識
構
造
の
あ
り
よ
う
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
た
。
い
ま
、
そ
の
組
織
上
の
特
徴
を
整
理
す
れ
ば
、

次
の
三
つ
に
概
括
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
ひ
り
尊
撰
・
討
幕
軍
－
改
革
派
武
士
団
の
み
の
集
合
体
で
あ
る
こ
と
（
組
織
の
狭

隆
性
）
、
四
そ
の
軍
団
機
構
が
階
統
制
か
ら
な
っ
て
い
る
こ
と
（
組
織
の
身
分
的
編
成
）
、
ｏ
諸
軍
団
問
が
孤
立
分
散
的
で
あ
る
こ
と
（
組

織
問
の
非
連
帯
性
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
諸
特
徴
の
う
ち
に
、
わ
れ
わ
れ
は
士
族
反
乱
の
旧
慣
愚
守
性
一
反
動
的
性
格
を
よ
み
と
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
諸
特
徴
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

¢
り
組
織
の
狭
隆
性

　
士
族
反
乱
の
組
織
上
の
基
本
的
特
徴
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
そ
の
組
織
が
か
っ
て
の
尊
撰
討
幕
派
武
士
団
の
み
の
集
合
体
で
あ

　
　
　
士
族
反
乱
の
構
造
的
特
徴
に
つ
い
て
（
二
）
　
（
後
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
六
五
　
（
二
二
一
）



　
　
　
立
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六
六
　
（
二
二
二
）

り
・
直
接
生
産
者
と
の
結
び
つ
き
を
も
た
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
直
接
生
産
者
と
組
織
的
同
盟
を
も
と
う
と
し
な
か
つ
た
ど
こ
ろ

か
・
反
乱
軍
は
六
年
政
変
前
に
お
い
て
は
し
ば
し
ば
農
民
一
挨
弾
圧
の
先
鋒
で
す
ら
あ
つ
た
。
そ
れ
は
、
彼
等
の
え
が
く
政
策
体
系

い
権
力
構
造
の
必
然
的
帰
結
で
あ
り
、
白
ら
を
政
治
的
主
体
と
し
て
設
定
し
人
民
を
政
治
的
客
体
と
す
る
意
識
構
造
か
ら
無
理
な
く

み
ち
び
き
だ
さ
れ
る
行
動
で
も
あ
っ
た
。
諸
家
に
よ
つ
て
、
百
姓
一
撲
と
結
び
つ
き
そ
れ
を
指
導
し
た
と
い
わ
れ
る
長
州
藩
脱
隊
騒

動
で
す
ら
両
者
の
関
連
は
緊
密
で
は
な
く
、
け
っ
し
て
指
導
・
同
盟
と
割
り
切
つ
て
し
ま
う
こ
と
の
で
き
な
い
度
合
の
も
の
で
し
か

な
か
っ
た
・
か
く
て
・
わ
れ
わ
れ
は
士
族
反
乱
の
組
織
を
直
接
生
産
者
の
利
害
と
対
立
し
た
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
点
は
、
と
く
に
政
変
後
の
諸
反
乱
に
特
徴
的
に
現
わ
れ
て
い
る
。

　
佐
賀
の
乱
参
加
者
一
万
一
八
二
〇
名
の
内
訳
は
、
佐
貨
藩
士
族
一
万
一
七
六
九
名
．
長
崎
藩
士
族
四
二
名
．
宮
崎
藩
士
族
一
名
．

不
明
八
名
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
族
籍
か
ら
み
て
、
佐
賀
の
乱
は
明
ら
か
に
士
族
の
み
に
よ
る
組
織
的
反
乱
で
あ
つ
た
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
・
か
か
る
反
乱
軍
の
結
成
は
、
次
の
よ
う
な
組
織
方
針
の
其
体
化
で
あ
つ
た
。
征
韓
党
の
首
脳
の
一
人
村
地
正
治
（
租

税
寮
十
一
符
山
仕
）
は
い
う
・
　
「
江
藤
新
平
・
山
中
一
郎
・
中
島
Ｗ
蔵
・
靭
倉
弾
蔵
．
是
等
の
人
六
と
協
議
を
尽
し
、
郷
里
に
帰
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
「

て
向
志
の
米
に
脇
議
す
る
と
五
う
の
を
第
一
赤
と
し
て
各
ｎ
分
掌
し
て
事
務
を
担
当
す
る
五
六
」
と
。
こ
の
「
同
志
」
と
は
「
而
縛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

軍
門
に
降
る
は
武
人
の
恥
時
是
よ
り
杜
し
き
は
典
し
。
若
か
ず
ｎ
裁
し
て
十
道
を
全
う
せ
ん
一
と
い
う
決
丸
、
心
に
み
ち
た
武
土
た
ち
を

さ
し
て
い
る
・
か
か
る
糾
織
対
象
の
設
定
は
、
彼
作
ｏ
め
ざ
す
土
族
独
裁
政
権
の
樹
立
と
い
う
基
本
綱
領
の
必
然
的
帰
結
で
あ
り
、

「
維
新
以
降
、
内
に
は
旧
外
を
蝪
め
、
外
如
を
蛮
旧
に
舳
し
、
鰍
を
内
民
に
聚
め
、
債
を
外
国
に
崇
」
め
、
あ
ま
つ
さ
え
そ
の
政
策

に
反
対
の
内
郷
・
板
い
・
江
縢
等
の
「
巾
興
諦
将
」
を
俳
除
し
た
政
権
を
「
不
レ
忽
一
坐
視
一
ｎ
盟
た
嚇
災
し
、
上
は
榊
惚
を
閉
売
し
、

下
は
民
情
を
衷
派
せ
ん
」
と
す
る
行
動
の
実
挑
Ｏ
た
め
に
は
「
慨
慨
の
十
」
い
不
平
武
士
を
た
Ｏ
む
以
外
に
な
い
と
い
う
認
識
の
産



　
　
　
　
島
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

物
で
あ
つ
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
直
接
生
産
者
と
の
階
級
的
連
帯
性
の
生
ま
れ
よ
う
は
ず
ガ
な
か
っ
た
・

　
反
乱
軍
は
、
い
ま
も
い
っ
た
よ
う
に
、
直
接
生
産
者
と
の
連
繋
を
考
え
る
ど
こ
ろ
か
、
歴
史
の
あ
る
時
点
で
は
む
し
ろ
権
力
者
と

し
て
真
向
う
か
、
弾
圧
し
た
履
歴
を
も
つ
て
い
た
。
わ
た
し
が
別
の
機
会
に
す
で
に
明
ら
か
に
し
て
お
い
た
よ
う
に
土
佐
古
勤
王
党

　
　
　
　
　
　
伸

が
そ
う
で
あ
り
、
ま
た
秋
月
党
や
西
南
戦
争
に
呼
応
し
て
起
っ
た
福
岡
矯
志
・
強
忍
・
堅
志
の
三
杜
が
結
党
に
さ
き
だ
つ
六
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的

の
嘉
穂
郡
下
三
〇
万
の
農
民
蜂
起
鎮
圧
の
先
鋒
部
隊
で
あ
っ
た
。
彼
等
が
封
建
的
特
権
の
維
持
者
乃
至
回
復
要
求
者
で
あ
る
か
ぎ
り
・

生
産
力
の
自
由
な
発
展
と
営
業
の
自
由
を
求
め
て
た
た
か
う
直
接
生
産
者
と
は
つ
ね
に
あ
い
い
れ
な
い
利
害
関
係
に
た
ち
、
鎮
圧
者

と
し
て
た
ち
向
わ
ざ
る
を
え
な
い
階
級
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
西
郷
軍
は
典
型
的
な
様
相
を
示
し
て
い
る
・

　
西
郷
軍
の
縞
成
は
西
郷
派
の
え
が
く
権
力
構
造
を
ン
、
の
ま
ま
反
映
し
て
い
た
。
ン
、
の
兵
員
構
成
は
、
私
学
校
党
一
万
三
〇
〇
〇
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

徴
募
隊
一
万
と
い
わ
れ
て
い
る
。
総
計
二
万
三
〇
〇
〇
の
西
郷
軍
の
中
核
は
ニ
ハ
○
○
余
の
城
下
士
と
一
万
五
〇
〇
〇
余
の
郷
土
－

私
学
校
党
で
あ
り
、
戦
況
不
利
を
ヵ
バ
ー
す
る
た
め
に
薩
日
隅
三
州
か
ら
か
り
だ
さ
れ
た
臨
時
徴
集
の
徴
募
隊
は
ま
さ
に
俄
仕
立
の

兵
力
で
し
か
な
か
つ
た
。
組
織
間
題
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
こ
の
徴
募
兵
の
徴
集
方
法
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
徴
募
の
対
象
と
な

っ
た
の
が
直
接
牛
産
者
１
１
農
民
で
あ
り
、
彼
等
が
主
体
的
・
秩
極
的
に
加
盟
し
た
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
・
は

じ
め
て
西
郷
軍
の
性
格
を
如
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
島
津
久
光
の
側
近
で
あ
っ
た
市
来
四
郎
は
、
そ
の
徴
募
の
実
情
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向

詳
細
に
日
記
に
か
き
こ
ん
で
い
る
。
そ
の
な
か
か
ら
い
く
つ
か
を
摘
記
し
て
み
よ
う
。

○
即
今
辺
見
十
郎
太
．
淵
辺
郡
平
．
村
田
新
八
の
三
名
、
去
る
廿
二
日
態
本
よ
り
走
帰
り
、
頻
に
兵
を
椚
募
し
、
或
大
卒
を
庁
下
又

　
は
諾
郷
に
募
り
て
肥
後
に
出
し
、
或
罪
人
入
牢
の
も
の
を
放
出
し
て
兵
土
と
為
し
出
軍
せ
し
め
云
六
（
一
〇
年
三
月
二
七
日
）

○
世
上
紛
六
、
本
日
も
出
兵
、
五
百
名
程
大
卒
も
上
下
西
田
辺
よ
り
去
る
廿
二
三
目
よ
り
日
六
出
軍
す
。
…
…
淵
辺
は
今
に
脅
迫
に

　
　
　
士
族
反
乱
の
構
逃
的
特
徴
に
つ
い
て
（
二
）
　
（
後
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
（
二
二
三
）



　
　
　
立
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六
八
　
（
二
二
四
）

　
尽
力
す
と
云
ふ
（
三
月
二
八
日
）

○
出
丘
ハ
を
募
る
こ
と
甚
し
。
淵
辺
郡
平
其
巨
魁
た
り
。
巡
査
千
余
人
を
募
ら
ん
と
て
士
族
平
民
に
限
ら
ず
募
れ
り
。
大
工
左
官
の
輩

　
も
巡
査
と
為
る
も
の
多
し
。
全
く
出
丘
ハ
の
見
込
な
る
べ
し
（
三
月
二
九
日
）

○
辺
見
一
淵
辺
・
村
田
が
計
に
て
入
牢
の
罪
人
を
悉
く
出
し
、
刀
剣
銃
器
を
与
へ
出
軍
せ
し
め
た
り
。
、
人
心
不
服
の
党
軍
な
る
に
如

　
此
の
策
を
用
ひ
る
は
密
説
の
如
く
肥
後
表
充
分
の
勝
利
な
く
、
手
負
戦
死
多
く
故
に
罪
人
迄
も
引
出
す
と
評
判
せ
り
（
三
月
三
〇
目
）

○
士
族
平
民
を
論
ぜ
ず
、
頭
押
し
に
云
付
け
、
或
は
少
し
志
願
す
れ
ば
即
目
に
命
じ
、
巡
査
の
器
に
あ
ら
ざ
る
も
悉
く
云
付
た
り
。

　
今
残
れ
る
士
族
は
、
党
軍
に
加
入
を
欲
せ
ざ
る
輩
の
み
な
れ
ば
、
斯
く
巡
査
の
名
を
以
て
募
れ
る
好
策
と
察
せ
ら
れ
る
（
四
月
二
日
）

○
日
六
軍
議
軋
は
出
兵
の
惨
促
等
は
県
庁
部
内
洋
館
を
席
と
し
て
区
戸
長
を
以
て
県
用
の
処
分
を
為
せ
り
。
故
に
愚
昧
の
も
の
は
何

　
の
弁
別
も
な
く
悉
く
官
用
と
同
視
し
て
出
軍
を
願
も
の
少
な
か
ら
ず

　
（
中
略
）

　
諸
郷
に
て
は
募
兵
甚
切
迫
、
人
民
の
困
苦
云
許
な
し
と
ぞ
（
四
月
七
目
）

　
こ
の
市
来
日
記
は
、
徴
募
の
方
法
を
全
く
リ
ァ
ル
に
伝
え
て
い
る
。
こ
の
記
載
が
示
す
徴
募
方
法
は
「
脅
迫
」
と
詐
術
と
に
よ
っ

て
い
る
・
そ
れ
は
全
く
の
と
こ
ろ
「
人
心
不
服
」
の
状
況
か
ら
う
み
だ
さ
れ
た
方
法
で
あ
っ
た
。
　
「
人
心
不
服
」
の
状
況
は
、
さ
き

に
書
い
た
よ
う
な
西
郷
体
制
と
西
郷
派
の
要
求
が
直
接
生
産
者
の
そ
れ
を
真
向
う
か
ら
対
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ぎ
り
、
必
然
の

帰
緕
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
市
来
が
「
大
属
今
藤
宏
、
先
目
出
水
よ
り
帰
り
、
直
に
兵
を
募
ら
ん
が
為
、
国
分
．
加
治

木
辺
へ
潜
行
し
出
丘
ハ
を
説
得
せ
し
か
ど
も
、
此
度
は
応
ず
る
も
の
一
人
も
な
か
り
し
と
云
。
残
れ
る
人
は
皆
方
向
の
異
な
れ
る
も
の

の
み
な
り
と
云
」
（
三
月
二
五
日
）
と
書
い
た
と
き
、
こ
の
行
文
は
彼
が
反
西
郷
派
と
い
う
政
治
的
立
場
を
こ
え
て
、
ま
さ
に
溶
観
酌



事
態
を
述
べ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
戦
費
不
足
を
ま
か
な
う
た
め
に
、
地
租
を
納
斯
以
前
に
強
制
徴
収
し
た
り
、
あ
る
い
は
強
撒
晦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的

な
献
金
・
借
上
げ
を
行
っ
た
り
、
ま
た
掠
奪
す
ら
も
行
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
無
暴
な
戦
費
調
達
と
西
郷
札
の
発
行
は

直
接
生
産
者
層
に
大
き
な
苦
痛
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
諸
事
情
か
ら
読
み
と
れ
る
こ
と
は
、
西
郷
派
武
士
団
と
直
接
生

産
者
と
の
利
害
対
立
が
深
化
し
、
両
階
級
の
指
導
・
同
盟
関
係
の
成
立
は
全
く
不
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か

り
か
、
西
郷
派
武
士
団
に
流
れ
る
武
士
意
識
は
、
農
民
と
の
同
盟
を
主
体
的
に
も
不
可
能
た
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

　
働
　
組
織
の
身
分
的
編
成

氏

名

江
藤
新
平

島
義
　
勇

朝
倉
尚
武

山
中
一
郎

中
島
鼎
蔵

西
　
義
質

香
月
経
五
郎

山
田
平
蔵

副
島
義
高

村
山
長
栄

福
地
常
彰

重
松
基
吉

中
川
義
純

年
齢

四
〇

五
三

三
四

二
七

二
六

三
八

二
六

三
一

四
八

三
一

四
二

五
一

五
六

編
成
上
の
地
位

旧

地
　
　
　
位

司副参最同同同司「同同同同同

司謀
高

幹

令令長部

参
　
　
　
　
　
　
　
議

秋
　
　
田
　
　
県
　
　
令

陸
軍
少
佐
・
佐
賀
県
大
属

海
　
外
　
留
　
学
　
生

左
　
　
院
　
　
奉
　
　
職

一
佐
　
賀
　
県
　
大
　
属

一
佐
　
賀
　
県
　
中
　
属

＾
一
佐
　
費
　
県
　
中
　
属

？
．常

　
備
　
隊
　
六
　
長

？
．

？
．

？
．

摘

要

島

義
勇

の
実

弟

足
軽
頭
・
討
幕
軍
分
隊
艮

島
義
勇
　
の
実
弟

戊
辰
の
役
の
小
隊
長

　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
維
新
挙
兵
史
」
お
よ
び
『
酉
南
記
伝
」
下
ノ
一
よ
り
作
成
）

士
族
反
乱
の
構
造
的
特
徴
に
っ
い
て
（
二
）
　
（
後
藤
）

　
反
乱
軍
の
組
織
が
討
幕
軍
団
を
中

心
と
す
る
再
編
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
か
ら
、
そ
の
内
部
編
成
も
ま
た
厳

格
な
身
分
制
的
序
列
を
し
い
た
の
は

当
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ
っ
た
。
い
ま
、

各
反
乱
軍
の
指
揮
老
を
み
れ
ば
上
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
佐
賀
の
乱
に
お
け
る
軍
団
編
成
で

は
、
上
に
あ
げ
た
人
六
が
軍
団
の
最

高
幹
部
会
を
構
成
し
て
い
た
。
こ
れ

ら
の
人
六
は
す
べ
て
江
藤
ま
た
は
島

　
　
　
六
九
　
（
二
二
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
二
号
）

■
…
■
　
　
；

氏
　
　
名

年
齢

旧
　
　
職

　
　
■
禄
　
　
高

摘
　
　
要

ｉ
，
１
　
１
　
　
「
　
■
　
　
　
　
　
　
■
　
　
－
　
　
－－
　
　
　
　
１
■
　
　
，
１
　
　
－

磯
　
　
淳

四
九

藩
小
参
事

一
五
〇
石

宮
崎
車
之
助

三
八

１
１

つ
『
．

土
岐
　
清

三
一

１
１

二
五
〇
石

戸
原
安
浦

三
〇

藩
大
属

一
五
〇
石

戸
波
半
九
郎

二
六

つ
ｒ
．

三
〇
〇
石

磯
　
平
八

二
七

つ
「
．

二
八
○
石

宮
崎
哲
之
助
一
二
五
　
　
　
　
■

？
．
　
　
一
？
．
　
．
　
　
　
ユ

車
之
助
末
弟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
　
（
二
二
六
）

の
腹
心
の
部
下
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
官
職
上
の
地
位
や

討
幕
Ｈ
戊
辰
戟
争
に
お
い
て
も
有
力
な
役
割
を
に
な
っ
た
履
歴
の
所

有
者
で
あ
っ
た
。
い
い
か
え
る
な
ら
、
彼
等
が
最
高
幹
部
会
に
名
を

つ
ら
ね
え
た
の
は
、
従
来
○
地
位
に
負
う
の
で
あ
る
。
秋
月
の
場
合

に
も
同
じ
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
秋
月
の
乱
の
指
導
者
七
名

を
と
っ
て
み
る
と
上
の
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
萩
の
乱
の
場
合
に
も
次
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
左
表
は

処
刑
の
判
明
し
た
も
の
だ
け
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
刑
の
兎
い
者
ほ
ど
反
乱
軍
に
お
け
る
役
割
が
大
き
か
っ
た
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。
斬
刑
お
よ
び
懲
役
十
年
の
重
刑
に
処
せ
ら
れ
た
も
の
の
出
身
別
階
腐
は
職
歴
お
よ
び
旧
禄
高
の
う
え
で
上
位
老
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
不
明
中
の
斬
二
名
の
う
ち
一
名
の
佐
世
一
満
は
前
原
一
誠
の
実
弟
で
あ
る
。
彼
の
身
分
が
硯
実
に
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
反
乱
軍
と
い
う
私
的
壊
団
の
性
格
か
ら
考
え
る
と
血
縁
的
紐
帯
が
塊
実
の
地
位
に
と
っ
て
か
わ
っ

　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
－
－
－
１
－
；
１
－
－
；
－
！
－
－
！
－

た
と
考
え
て
よ
い
。
そ
う
だ
と
す
る

と
、
斬
刑
八
名
中
の
五
名
ま
で
が
二
〇

〇
石
以
上
の
上
位
身
分
暦
で
あ
り
、
こ

の
身
分
的
地
位
に
も
と
づ
い
て
彼
坪
は

反
乱
軍
の
指
導
腐
を
形
成
し
た
と
い
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。

ポ
バ
一
ポ
ー
ふ
区
、
１
、
一
、
｝
い
斤
｝
｝
廻
礼
丁
一
人
引

万即
一
〇
年

七
年

三
年

一二

一
１

１
－■

二一

二一一
－

■

ｉ
」

二一二

八八四
一

計

一
一

三

三

日ド

五 　
　
１

■
二
二

■
－
－
■



／
旧
職

将
官

宮
内

佐
官

尉
官

■

提
／

■

下
士
官
　
　
’

教
導
隊

私
学
校

常
傭
隊

大
丞

簾
一
区
戸
長
ポ

…
　
一
　
「
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
」

大
隊
長

三

三

二

１

１

１

１

一

小
隊
長

１

三

三
九

四

四

三

一

八

七

半
隊
長

－

１

八

二
九

五

五

二

一

一
五

分
隊
長

１

１

二
三
一

八

二

一

二

二
三

（
『
西
南
記
伝
』
中
ノ
一
・
下
ノ
ニ
お
よ
び
谷
口
武
『
西
郷
南
洲
選
集
」
下
よ
り
成
作
）

の
首
脳
部
に
は
城
下
土
の
み
が
登
用
さ
れ
、
郷
士
層
は
わ
ず
か
に
第
六
・
七
篠
大
隊
の
小
隊
長
以
下
に
配
属
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。

つ
ま
り
、
西
郷
軍
団
に
お
い
て
は
、
幕
藩
体
制
下
に
お
け
る
城
下
上
と
郷
士
と
の
身
分
的
区
別
が
そ
の
ま
ま
延
長
さ
れ
、
そ
の
基
本

体
制
の
う
え
に
さ
ら
に
域
下
土
の
階
層
編
成
が
加
味
さ
れ
た
。
だ
か
ら
西
郷
軍
を
つ
ら
ぬ
く
組
繊
上
の
原
則
は
、
厳
然
と
区
分
さ
れ

た
身
分
制
的
編
成
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
い
ま
み
て
き
た
よ
う
に
士
族
反
乱
軍
の
軍
団
編
成
に
は
旧
身
分
が
そ
の
ま
ま
も
ち
こ
ま
れ
て
い
た
。
さ
き
に
も
い
っ
た
よ
う
に
、

反
乱
軍
の
志
向
は
、
た
ん
な
る
封
建
復
帰
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
封
碓
的
Ｈ
武
士
的
特
権
の
討
幕
派
式
十
属
に
有
利
な
形
で
の

再
編
成
で
あ
り
、
か
つ
そ
れ
を
基
底
と
す
る
絶
対
主
義
Ｈ
＋
族
独
裁
悶
家
の
形
成
で
あ
っ
た
。
畢
団
と
い
う
政
治
的
集
団
構
成
に
身

分
制
Ｈ
意
識
が
投
入
さ
れ
た
の
は
、
か
か
る
志
向
性
の
必
然
の
産
物
で
あ
っ
た
、
と
い
っ
て
よ
い
。
軍
団
構
成
の
基
礎
と
な
っ
た
そ

の
身
分
制
は
幕
藩
体
制
下
に
お
け
る
身
分
そ
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
維
新
政
権
下
に
お
い
て
幕
落
的
身
分
制
が
転
用
さ

れ
、
し
か
も
そ
れ
が
維
新
政
権
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
る
こ
と
に
反
対
し
て
の
固
執
で
あ
っ
た
か
ぎ
り
、
反
乱
軍
の
意
識
に

上
っ
た
身
分
制
は
封
建
的
身
分
意
識
か
ら
そ
う
逸
脱
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
軍
団
に
お
け
る
身
分
的
編
成

　
　
　
士
族
反
乱
の
構
造
的
特
徴
に
つ
い
て
（
二
）
　
（
後
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
　
（
二
二
七
）

　
旧
身
分
と
反
乱
軍
隊
に
お
け
る
地
位
と
が
照
応
し

た
典
型
を
わ
れ
わ
れ
は
西
郷
軍
団
の
編
成
に
み
い
だ

す
こ
と
が
で
き
る
。
上
表
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
大

隊
長
・
小
隊
長
・
半
隊
長
・
分
隊
長
の
そ
れ
ぞ
れ
の

軍
団
内
に
お
け
る
役
割
は
、
旧
身
分
に
よ
っ
て
画
然

と
区
別
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
重
要
な
こ
と
は
軍
団



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
箪
十
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
　
（
二
二
八
）

は
同
時
に
国
家
Ｈ
政
治
構
造
に
も
適
用
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
統
治
上
の
秩
序
体
系
と
し
て
え
が
か
れ
て
も
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
組
織
の
身
分
的
編
成
が
右
の
よ
う
な
意
味
連
関
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
、
一
方
で
は
組
織
の
狭
隆
性
を
も
た
ら
し
、
同
時
に
他
方

で
は
軍
団
の
セ
ク
シ
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
”
非
連
帯
性
の
基
調
と
も
な
っ
た
。

　
○
　
組
織
問
の
非
連
帯
性

　
士
族
反
乱
の
い
ま
一
つ
の
組
織
上
の
特
徴
は
、
各
反
乱
軍
の
問
に
お
い
て
緊
箔
な
連
帯
性
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
六

年
政
変
後
に
お
け
る
諸
反
乱
は
時
問
的
に
も
地
域
的
に
も
接
続
し
、
ま
た
双
方
が
協
同
し
よ
う
と
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
つ
い
に

統
一
的
指
導
部
を
形
成
し
え
ず
孤
立
・
分
散
的
蜂
起
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
基
本
的
理
由
を
、
わ
れ
わ
れ
は
、
諸
軍
団
の
セ
ク

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ン
、
の
セ
ク
シ
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
彼
等
の
政
治
的
理
念
Ｈ
意
識
構
造
と
き
り
は
な
し
て

は
考
え
ら
れ
な
い
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
た
し
か
に
諸
反
乱
軍
の
構
想
す
る
政
治
権
力
い
体
制
構
造
と
政
策
体
系
と
は
基
本
的
に

は
一
致
し
て
い
た
。
だ
が
、
彼
等
が
具
体
的
に
え
が
い
た
権
力
構
造
は
、
自
ら
の
い
た
だ
く
指
導
者
と
白
軍
を
中
心
に
し
た
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
か
か
る
政
権
担
当
者
の
措
定
は
、
そ
れ
白
体
、
白
軍
の
優
越
性
１
１
排
他
性
と
い
う
武
士
的
い
封
建
的
体

制
の
枠
を
ぬ
け
き
ら
な
い
恵
識
構
造
の
ロ
バ
体
的
現
象
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ン
、
れ
が
反
乱
軍
問
の
非
連
帯
性
の
基
調
を
な
し
て
い
た
。

　
佐
賀
征
韓
党
が
蛛
起
の
直
前
、
鹿
児
鳥
・
中
沐
・
秋
月
・
福
岡
・
熊
本
・
長
崎
．
大
分
．
久
留
米
．
妖
肥
各
地
の
反
乱
軍
の
も
と

に
使
者
を
送
っ
て
、
反
対
派
士
族
の
糾
合
を
さ
け
ん
だ
け
れ
ど
も
、
何
の
効
央
も
な
か
っ
た
。
連
繋
を
不
可
能
た
ら
し
め
た
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

村
地
正
治
が
語
っ
て
い
る
よ
う
に
時
期
尚
早
と
い
う
戦
術
的
判
断
も
一
つ
の
要
内
と
し
て
働
い
た
。
だ
が
も
っ
と
重
要
な
基
本
的
要

内
は
、
＾
如
県
ｏ
林
有
逃
が
長
崎
で
江
藤
新
平
に
許
っ
た
言
葉
ｏ
な
か
に
み
い
だ
さ
れ
る
、
彼
は
こ
、
っ
述
べ
て
い
る
．
，
、
－
一
．
余
は
四

困
の
人
な
り
、
四
国
よ
り
起
り
、
大
阪
鎮
台
を
乗
収
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
大
下
の
同
志
は
之
に
応
ず
る
を
得
ず
」
と
。
こ
の
言
葉
の
煎



味
す
る
と
こ
ろ
は
土
佐
藩
の
首
噌
と
行
動
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
全
国
の
反
対
派
が
行
動
を
お
こ
す
で
あ
ろ
う
と
い
う
自
藩
の
優
越
意

識
で
あ
る
。
こ
の
優
越
意
識
は
、
明
治
二
年
薩
長
に
か
わ
っ
て
政
権
を
掌
握
す
る
た
め
に
計
画
さ
れ
た
四
国
会
議
の
首
唱
以
来
の
も

の
で
あ
り
、
ま
た
三
年
の
大
久
保
・
木
戸
・
岩
倉
を
鋸
し
三
条
実
美
を
カ
イ
ラ
イ
と
し
て
板
垣
退
助
を
事
実
上
の
首
相
に
お
そ
う
と

し
た
土
佐
討
幕
派
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
み
て
よ
い
。
だ
か
ら
江
藤
新
平
が
蜂
起
に
あ
た
っ
て
、
林
の
言
葉
に
啓
発
さ
れ
て
あ
み
だ

し
た
戦
術
　
　
　
「
兵
を
二
部
に
分
ち
、
一
は
突
撃
大
阪
を
衝
き
て
董
下
に
進
入
し
群
小
好
邪
を
一
掃
し
て
新
政
府
を
組
織
し
、
一
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼

熊
本
域
を
抜
き
西
南
の
大
丘
ハ
を
会
し
て
難
林
八
道
を
躁
鰯
せ
ん
」
　
　
に
も
か
か
わ
ら
ず
土
佐
が
つ
い
に
呼
応
し
な
か
っ
た
の
も
、

両
老
の
も
つ
優
越
意
識
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
佐
賀
征
韓
党
が
「
中
興
諸
将
」
の
権
カ
ヘ
の
復
帰
を
う
た
っ
て
い
た
が
、
そ

の
場
合
、
新
政
府
の
中
枢
部
に
江
藤
を
す
え
る
こ
と
を
ね
ら
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
ま
え
に
引
い
た
佐

賀
征
韓
党
の
政
府
へ
の
建
白
書
中
に
あ
る
「
征
韓
の
廟
議
至
急
御
決
定
被
遊
、
臣
等
を
以
て
共
の
先
鋒
に
命
ぜ
ら
れ
」
１
た
い
と
い
う

こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
佐
賀
征
韓
党
が
征
韓
の
先
鋒
た
る
た
め
に
は
そ
れ
を
廟
堂
に
お
い
て
優
先
的
に
決
定
さ
せ
る
実
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼

者
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
江
藤
で
あ
っ
た
。
「
薩
長
の
駿
尾
に
附
せ
ざ
る
」
た
め
「
天
下
に
率
先
し
て
事
を
成
す
」
と
い

う
佐
賀
征
韓
党
の
決
意
は
右
の
点
と
密
接
な
結
び
つ
き
を
も
っ
て
い
た
。
か
か
る
白
派
優
越
ｎ
優
先
意
識
が
相
互
問
の
強
固
な
指

導
・
同
盟
関
係
の
形
成
を
疎
外
し
た
こ
と
は
見
場
い
道
理
で
あ
る
。
戦
に
敗
れ
た
佐
費
征
韓
党
首
脳
た
ち
を
見
殺
し
に
し
た
西
郷
派

の
あ
り
よ
う
も
、
林
有
造
の
仕
打
も
と
も
に
優
先
者
た
ろ
う
と
す
る
心
情
の
現
わ
れ
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
敬
神
党
の
場
合
に
は
、
や
や
事
情
が
複
雑
な
よ
う
に
み
え
る
が
、
基
調
に
お
い
て
は
同
じ
で
あ
っ
た
。
熊
本
県
に
お
け
る
党
派
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回

対
止
状
況
は
す
で
に
大
江
氏
に
よ
っ
て
詳
細
に
検
討
さ
れ
た
よ
う
に
、
き
わ
め
て
複
雑
で
あ
っ
た
。
村
落
支
舵
考
と
し
て
の
豪
農
膚

か
ら
た
る
実
学
党
、
新
興
ｏ
豪
農
胴
を
紡
共
し
た
Ｎ
権
党
、
守
旧
派
十
扶
を
糾
合
し
た
学
校
党
、
お
、
よ
び
敬
仰
党
が
柵
互
に
壮
政
を

　
　
　
士
族
反
乱
の
構
造
的
特
徴
に
つ
い
て
（
二
）
　
（
後
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
　
（
二
二
九
）
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七
四
　
（
二
三
〇
）

に
ぎ
ろ
う
と
し
て
対
立
し
合
っ
て
い
た
。
土
佐
幡
多
郡
の
郷
士
出
身
で
佐
々
木
高
行
の
輩
下
に
入
っ
て
出
世
街
道
を
歩
も
う
と
す
る

安
岡
良
亮
が
熊
本
県
令
と
し
て
赴
任
し
た
の
が
六
年
五
月
。
ン
、
の
直
後
か
ら
、
彼
は
県
政
を
牛
耳
っ
て
い
た
実
学
党
を
追
い
だ
り
１
、
う

と
計
画
し
た
。
そ
の
た
め
、
彼
は
敬
神
党
連
を
耐
官
に
、
学
校
党
連
を
区
長
や
学
校
長
に
登
用
し
、
こ
の
二
つ
の
勢
力
を
輩
下
に
お

き
実
学
・
民
権
両
党
の
株
除
を
は
か
ろ
う
と
し
た
。
こ
の
相
互
問
の
対
立
は
、
県
令
の
た
く
み
な
操
縦
に
よ
っ
て
、
い
っ
、
１
、
う
は
げ

七
く
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
衣
状
況
は
、
神
風
連
の
乱
を
孤
立
さ
せ
る
客
観
的
条
件
と
し
て
作
用
し
た
。
だ
が
、
神
風
連
も
県
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寓

の
各
党
ば
か
り
で
な
く
、
西
郷
派
に
た
い
し
て
す
ら
「
真
正
因
家
を
憂
ふ
る
の
志
士
に
非
ざ
る
べ
し
」
と
頭
か
ら
疑
っ
て
か
か
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
只

同
盟
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
神
風
連
の
い
だ
く
志
士
意
識
が
必
然
的
に
生
み
だ
し
た
排
他
性
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
り
／
、

の
排
他
性
は
、
学
校
党
の
場
合
に
も
共
通
し
て
い
た
。
佐
六
友
房
は
こ
う
書
い
て
い
る
。
「
西
郷
は
徒
に
刺
客
の
事
を
以
て
名
と
為

す
。
而
し
て
否
党
之
に
従
ふ
は
謂
な
き
に
似
た
り
。
然
れ
ど
も
此
老
雄
に
し
て
卒
を
挙
ぐ
、
是
天
下
の
大
機
会
な
り
。
宜
し
く
鰍
起

し
て
吾
党
平
生
の
志
を
展
ぶ
可
し
。
若
し
袖
手
傍
観
、
此
機
会
を
失
は
ば
異
日
彼
れ
専
横
の
噂
あ
る
も
吾
党
之
を
匡
正
す
る
Ｏ
時
な

か
ら
ん
。
故
に
宜
し
く
別
に
一
旗
幟
を
樹
て
禁
闘
保
護
を
旨
と
し
薩
軍
と
提
携
し
て
箏
に
従
ふ
可
し
。
此
れ
＃
に
名
実
両
つ
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高

全
き
を
得
る
も
の
に
非
ら
ず
や
云
勺
」
と
。
つ
ま
り
、
酉
郷
軍
と
同
時
に
蜂
起
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
校
党
は
ン
、
れ
ｎ
身
の
ね

ら
い
を
も
ち
、
む
し
ろ
臼
軍
の
声
名
と
今
後
の
政
治
的
地
位
を
確
保
す
る
と
い
う
エ
ゴ
ィ
ズ
ム
か
ら
出
准
し
て
い
た
。
ン
、
の
エ
ゴ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

ズ
ム
は
「
彼
れ
卑
横
の
事
」
を
ゆ
る
さ
な
い
排
他
性
と
し
て
挑
わ
れ
た
。
こ
の
排
他
性
が
牧
仰
党
と
学
校
党
と
の
紅
織
的
連
繋
を
成

立
さ
せ
な
か
っ
た
基
木
的
要
内
で
あ
っ
た
。

　
他
の
反
乱
箪
を
た
の
み
と
せ
ず
、
紅
織
の
非
連
帯
性
を
も
っ
と
も
典
型
的
に
一
小
し
た
ｏ
が
岬
閑
戦
争
で
あ
る
。
た
し
か
に
川
郷
の

反
乱
に
は
、
熊
木
幼
の
熊
本
隊
１
１
脇
向
隊
い
陀
口
隊
二
五
〇
〇
、
ン
、
の
ほ
か
高
鍋
隊
一
二
一
〇
余
・
延
附
隊
一
〇
〇
〇
余
．
妖
肥
隊
八



○
○
余
・
佐
上
原
隊
四
〇
〇
余
・
報
国
隊
一
〇
〇
〇
余
・
人
吉
隊
一
五
〇
余
・
中
津
隊
一
五
〇
余
が
呼
応
し
て
起
っ
た
、
こ
○
状
況
は
形

式
的
・
表
面
的
に
は
反
乱
軍
問
の
連
繋
が
保
た
れ
た
か
の
よ
う
に
み
え
る
。
だ
が
実
態
は
、
こ
の
形
式
上
の
連
帯
性
を
そ
の
ま
ま
認
め

さ
せ
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
○
は
、
各
反
乱
軍
の
隊
編
成
は
終
姶
そ
の
独
自
の
方
針
に
も
と
づ
い
て
変
更
さ
れ
た

ば
か
り
で
な
く
、
軍
の
進
退
に
か
ん
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
反
乱
軍
に
よ
っ
て
独
白
に
決
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
も
と
も
と
薩

摩
藩
の
支
藩
で
あ
り
、
の
ち
鹿
児
島
県
に
合
併
さ
れ
た
佐
土
原
・
妖
肥
・
延
岡
・
高
鍋
・
都
城
の
各
地
の
反
乱
軍
は
完
全
に
西
郷
軍
の
輩

下
に
入
っ
て
い
た
。
だ
が
、
学
校
党
ｎ
熊
本
隊
・
龍
口
隊
・
人
吉
隊
の
熊
本
勢
や
中
津
隊
・
報
因
隊
の
大
分
勢
お
よ
び
越
智
彦
四
郎
と
武

部
小
四
郎
に
ひ
き
い
ら
れ
た
福
岡
の
箪
勢
は
、
あ
る
場
合
に
は
協
同
し
は
し
た
が
け
っ
し
て
西
郷
拒
の
輩
下
に
屈
従
し
は
し
な
か
っ

た
。
学
校
党
の
思
想
と
行
動
に
つ
い
て
は
、
ま
え
に
ふ
れ
た
。
同
じ
こ
と
は
、
中
津
隊
の
場
合
に
も
桁
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
中

津
隊
は
、
西
郷
軍
の
蜂
起
に
感
憤
し
、
「
我
非
軍
亦
神
州
の
一
民
、
憂
国
の
京
情
傍
観
坐
視
す
る
に
忍
び
ず
、
投
秩
豚
起
し
、
賊
を
南

豊
に
討
し
、
忠
版
の
進
路
を
槻
か
ん
と
欲
」
し
、
あ
わ
せ
て
「
征
旗
を
東
し
、
元
悠
の
竹
級
を
断
じ
速
に
簑
宇
澄
沽
の
功
を
奏
し
、

上
は
以
て
歴
世
白
壬
恩
の
万
一
に
報
答
し
、
下
は
人
民
天
賦
の
権
利
を
同
復
し
、
国
威
を
涛
外
万
固
に
拡
張
し
、
独
市
帝
同
の
而
□
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閉

改
進
せ
ん
こ
と
を
企
卑
」
し
て
丙
郷
革
に
呼
応
し
た
。
中
津
隊
は
増
円
宗
太
郎
・
本
好
千
座
ら
の
創
設
に
か
か
る
共
褒
礼
（
八
年
六

月
）
を
中
核
と
し
て
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
共
優
礼
は
休
貨
の
乱
に
刺
戟
さ
れ
て
誕
化
し
た
保
守
的
上
族
災
閉
で
あ
る
。
こ
の
共
娃
礼

が
秩
極
的
に
西
郷
寧
に
呼
応
し
て
戦
列
に
加
わ
っ
た
○
は
、
岬
郷
軍
が
旧
原
坂
の
戦
に
敗
走
し
た
三
月
人
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
き
に

引
い
た
激
文
の
日
付
が
四
月
一
日
。
そ
の
日
か
ら
実
戦
に
参
加
し
た
。
そ
の
巾
沐
隊
が
降
軍
木
常
に
使
節
を
連
っ
て
連
令
を
巾
入
れ

た
四
月
五
日
ま
で
、
隊
は
独
ｎ
に
政
府
軍
と
戦
火
を
交
え
て
い
た
。
そ
の
後
四
月
二
九
日
に
岬
郷
軍
Ｏ
奇
兵
隊
大
隊
長
野
村
忍
介
の

塵
下
に
入
る
ま
で
、
巾
津
隊
拭
西
郷
耶
と
は
一
応
の
連
繋
を
保
っ
て
は
い
た
が
独
ｎ
の
戦
術
で
動
い
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
政
府
軍

　
　
　
士
族
反
乱
の
構
造
的
特
徴
に
っ
い
て
（
二
）
　
（
後
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
　
（
二
三
一
）
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七
六
　
（
二
三
二
）

が
大
津
（
熊
本
県
菊
池
郡
下
）
侭
進
撃
し
た
と
き
（
四
月
二
〇
日
）
中
津
隊
は
苦
戦
申
の
薩
軍
を
応
援
し
て
と
も
に
矢
部
ま
で
退
却
し

た
が
、
そ
の
応
援
も
退
却
の
隊
伍
も
西
郷
軍
と
は
命
令
系
統
を
異
に
し
て
い
た
。
そ
れ
が
人
吉
戦
闘
に
そ
な
え
る
た
め
西
郷
軍
の
編

成
替
が
行
わ
れ
る
に
さ
い
し
て
、
中
津
隊
が
野
村
忍
介
の
摩
下
に
編
入
さ
れ
る
や
否
や
中
津
隊
員
は
た
ち
ま
ち
不
満
を
ぶ
ち
ま
け
た
。

西
郷
軍
Ｈ
野
村
忍
介
の
ひ
き
い
る
奇
兵
隊
が
馬
見
原
へ
の
進
撃
を
決
定
し
た
と
き
、
中
津
隊
員
た
ち
は
「
我
隊
の
目
的
は
三
田
井
の

問
道
よ
り
豊
後
に
入
ら
ん
と
す
る
に
在
り
、
馬
見
原
を
進
撃
す
る
は
其
目
的
に
非
ず
。
馬
見
原
を
攻
撃
し
て
徒
に
兵
を
損
普
ん
よ
り

は
、
若
か
じ
直
進
み
に
て
豊
後
に
入
ら
む
に
は
、
若
し
薩
軍
に
し
て
此
議
を
容
れ
ず
ん
ば
、
我
孤
軍
を
以
て
長
駆
せ
ん
の
み
」
と
隊

長
増
田
に
迫
っ
た
。
増
田
は
「
馬
見
原
進
撃
の
議
己
に
決
す
る
に
際
し
、
今
俄
に
異
議
を
発
す
る
は
怯
儒
の
識
を
免
れ
ざ
る
べ
し
。

故
に
進
み
て
馬
見
原
の
敵
を
撃
退
し
、
然
し
て
後
進
む
も
未
だ
晩
し
と
せ
ず
」
と
し
て
隊
員
た
ち
を
な
だ
め
、
や
っ
と
奇
兵
隊
と
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ａ

を
共
に
す
る
こ
と
に
こ
ぎ
つ
け
ね
。
こ
の
中
津
隊
員
の
不
満
は
、
決
し
て
三
田
井
　
　
豊
後
進
撃
か
馬
見
原
攻
撃
か
と
い
う
戦
術
上

の
対
立
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
基
底
に
あ
る
の
は
、
西
郷
軍
が
白
己
の
輩
下
に
お
こ
う
と
す
る
優
越
者
意
識
に
た

い
す
る
糾
織
的
反
擬
な
の
で
あ
り
、
あ
え
て
「
孤
軍
」
を
守
り
通
そ
う
と
す
る
中
津
隊
貝
の
同
じ
優
越
者
意
識
の
表
面
化
に
ほ
か
な

ら
な
か
っ
た
。
中
津
隊
員
が
奇
兵
隊
と
行
を
共
に
し
た
の
は
た
だ
「
怯
儒
識
」
か
ら
免
れ
た
い
た
め
の
志
土
意
識
を
通
路
と
し
た
に

す
ぎ
な
い
。

　
西
陥
戦
争
に
お
け
る
細
織
閉
の
連
帯
性
を
つ
く
り
だ
し
え
な
か
っ
た
最
大
の
要
因
は
、
西
郷
軍
の
優
越
未
恵
識
に
あ
っ
た
。
西
郷

党
が
□
ざ
し
た
政
権
構
成
は
西
郷
を
前
相
と
し
西
郷
軍
に
よ
っ
て
ン
、
の
中
核
を
固
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
桐
野
は
こ
う
語
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

「
西
郷
並
に
野
生
の
期
す
る
所
、
鹿
児
島
県
一
県
の
人
民
を
倖
て
、
奮
ふ
て
日
本
人
民
の
義
務
を
尽
く
さ
ん
と
欲
す
る
也
云
六
」
と
。

杣
野
が
「
脱
児
島
映
一
以
ｏ
人
民
」
と
い
う
と
き
、
＞
、
か
は
直
按
牛
産
者
を
も
ふ
～
、
め
た
人
民
概
念
で
は
な
く
、
士
族
Ｈ
、
郷
土
ｔ
さ



し
て
い
た
。
こ
う
し
て
酉
郷
・
桐
野
が
期
待
し
た
Ｏ
は
白
己
Ｏ
輩
下
に
あ
る
私
学
校
党
だ
け
で
あ
り
、
他
○
反
乱
軍
に
た
い
し
て
親

近
感
を
も
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
次
の
桐
野
の
『
時
勢
論
』
の
一
節
が
そ
れ
を
証
明
す
る
。
「
抜
刀
高
声
呼
て
市
中
を
横
行
す
る
者

に
し
て
我
未
た
曾
て
其
志
を
遂
ぐ
る
あ
る
を
聞
か
ず
。
彼
の
立
志
杜
の
如
き
何
等
の
狡
滑
ぞ
、
何
等
の
醜
体
ぞ
、
虚
声
を
張
て
人
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
員

を
引
く
、
引
か
る
る
者
の
愚
、
素
よ
り
論
ず
る
に
足
ら
ず
と
錐
亦
豊
欄
然
な
ら
ず
や
云
六
」
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
立
志
杜
の

組
織
活
動
と
組
織
さ
れ
た
豪
農
層
を
「
愚
」
民
化
し
、
そ
こ
か
ら
何
等
の
教
訓
も
引
き
だ
そ
う
と
し
な
い
意
識
構
造
で
あ
る
。
そ
れ

は
裏
返
し
て
い
え
ば
、
彼
等
の
依
拠
し
う
る
も
の
は
私
学
校
党
と
い
う
狭
い
グ
ル
ー
プ
だ
け
で
あ
り
、
他
の
い
か
な
る
保
守
的
反
政

府
グ
ル
ー
プ
も
信
ず
る
に
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
お
そ
る
べ
き
優
越
意
識
Ｈ
排
他
性
は
、
つ
い
に
戦
争
過
程
に
お
い

て
す
ら
組
織
的
統
一
を
不
可
能
た
ら
し
め
た
。

　
反
乱
軍
の
組
織
の
構
造
的
特
徴
は
、
右
に
み
た
よ
う
に
、
直
接
生
産
者
を
排
除
し
、
し
か
も
各
組
織
問
に
お
い
て
も
相
互
に
反
援

し
、
排
除
し
合
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
か
か
る
諸
特
徴
は
、
そ
の
軍
団
の
内
部
編
成
の
身
分
制
１
１
階
統
制
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
な
が

ら
、
武
士
恵
識
を
基
調
と
し
て
生
ま
れ
で
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
武
土
意
識
は
士
族
独
裁
政
権
の
樹
立
と
い
う
形
で
具
体
化
さ
れ
、

そ
の
理
念
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
組
織
的
基
盤
は
、
徐
六
に
切
り
く
ず
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
が
、
か
っ
て
の
討
幕
派
の
組
織
的
伝
統
の

継
承
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
。
こ
の
組
織
的
伝
統
を
も
た
な
か
っ
た
西
南
諸
藩
以
外
の
地
域
で
は
、
た
と
え
理
念
的
に
は
士
族
独
裁

を
標
傍
し
は
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
実
践
的
Ｈ
組
織
的
基
盤
を
も
ち
え
な
か
っ
た
。

ｏ
　
　
「
江
藤
南
白
」
下
三
九
五
頁
。
石
井
貞
興
（
除
族
・
斬
罪
）
は
、
そ
の
口
供
書
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
七
年
二
月
上
旬
江
藤
に
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
力
）

　
会
し
た
と
こ
ろ
、
江
藤
は
「
廟
堂
の
内
意
は
、
征
韓
の
議
に
棉
復
す
る
を
以
て
、
我
輩
県
地
に
帰
る
所
以
な
り
。
其
起
因
は
今
西
朝
鮮
を
討
っ

　
　
士
族
反
乱
の
構
造
的
特
徴
に
つ
い
て
（
二
）
　
（
後
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
　
（
二
三
三
）
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七
八
　
（
二
三
四
）

も
海
軍
は
既
に
整
備
す
る
と
難
ど
も
、
陛
軍
の
如
き
は
陛
続
解
隊
、
四
分
五
裂
の
姿
に
て
其
拠
を
知
ら
ず
。
抑
も
我
佐
賀
県
の
如
ぎ
は
薩
長
土
肥

と
四
藩
に
列
し
、
己
に
其
名
を
天
下
に
知
ら
れ
た
り
。
因
て
は
此
度
韓
を
征
す
る
に
苓
て
は
官
兵
を
仰
が
ず
、
県
地
一
般
の
士
気
を
鼓
舞
し
、
…

…
士
族
の
方
向
を
一
定
せ
し
め
不
日
朝
命
の
至
る
を
待
た
ん
」
　
（
同
上
附
録
一
四
一
頁
）
と
語
つ
た
と
い
う
。
こ
の
石
井
の
供
述
は
、
他
に
適
当

な
史
料
が
な
い
の
で
確
認
は
で
ぎ
な
い
が
、
お
そ
ら
く
江
藤
の
考
え
方
の
本
筋
を
伝
え
た
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
石
井
供
述
か
ら
わ
れ
わ
れ
は

二
つ
の
重
要
た
こ
と
が
ら
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、
征
韓
党
の
結
集
の
基
底
に
あ
る
の
は
権
力
老
た
ち
と
白
己
と
を
同
じ
履
歴
を
も
ち
、

し
た
が
つ
て
彼
等
を
白
分
と
同
列
Ｈ
同
僚
視
す
る
意
識
で
あ
る
。
二
は
官
兵
Ｈ
「
土
百
姓
」
兵
に
た
い
す
る
優
越
意
識
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
も
の
は
密
接
た
内
的
連
関
を
も
ち
、
尊
撰
討
幕
運
動
の
一
翼
を
に
な
つ
て
新
政
権
を
誕
生
さ
せ
た
と
い
う
意
識
と
白
信
が
、
反
革
命

軍
形
成
の
重
要
た
要
因
と
な
つ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
一
、
酉
南
記
伝
」
下
の
一
　
七
〇
四
頁
。

　
右
同
岱
　
七
一
八
頁
。

　
拙
稿
「
反
民
権
諭
と
そ
の
基
盤
」
参
照
。

　
土
尾
喬
雌
・
小
野
遁
雄
編
「
、
閉
治
初
年
農
民
騒
擾
録
」
五
〇
七
～
四
八
頁
参
照
。
お
な
み
に
、
待
祉
幹
部
の
行
動
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

名
　
　
　
氏
　
　
祉

名
　
　
　
鎮
圧
の
役
割

賞
　
金

九
へ
帖
、
口
一
に

二
少
立
い
一
ピ
良

林
　
　
斧
助

越
付
彦
四
郎

舌
閉
快
苫

朴
刊
山
Ｌ
＼
小
柵

＾
オ
　
ー
　
　
一
■
　
牽

矯
志
祉
六
名

矯
志
祉
カ
貝

強
忍
祉
々
長

強
忍
祉
汝
貝

堅
志
祉
々
艮

鎮
撫
兵
隊
長

腿
民
三
名
を
殺
傷

捕
亡
隊
長

農
民
二
糸
を
斬
殺

鎮
撫
兵
隊
兵

畏
民
一
人
斬
殺

　
つ
ー
．

五
円

一
〇
円

　
？
．

７
卜

　
（
「
玄
洋
祉
々
史
」
お
よ
び
一
一
明
治
初
年
農
民
騒
擾
録
［
一
よ
り
作
成
）

こ
の
一
挾
の
鎮
旺
に
は
、
秋
月
の
乱
に
加
榊
し
た
森
火
士
の
名
も
み
え
る
（
「
録
し
五
二
八
・
五
三
一
－
頁
参
…
一
）
。

な
お
、
こ
の
一
淡
の
要
求
は
“
一
録
一
で
は
令
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
い
。
　
「
新
閉
雑
芯
」
　
（
六
年
七
月
一
二
、
一
サ
）
に
は
次
の
よ
う
に
ハ
か
れ
て

い
、
。
　
「
柵
閉
い
下
拠
鋤
，
工
尺
蜘
川
七
片
条
、
一
二
、
…
如
｝
ヲ
返
ス
コ
ト
、
一
、
他
ノ
甘
貝
ヲ
廃
シ
、
ｎ
困
ノ
士
族
ヲ
採
用
ノ
コ
ト
、
一
、
士



’

　
族
ノ
禄
ヲ
旧
二
復
ス
ル
コ
ト
。
一
、
年
貢
三
ケ
年
延
期
シ
収
納
ノ
コ
ト
。
一
、
官
林
切
払
ヲ
止
ル
コ
ト
。
一
、
暦
ヲ
旧
二
復
ス
ル
コ
ト
。
一
、
地

　
券
ヲ
廃
ス
ル
コ
ト
」
と
。
こ
れ
ら
の
諸
箇
条
は
、
一
挨
軍
の
行
動
－
県
庁
・
区
戸
長
役
場
、
酒
造
家
１
１
豪
農
商
等
の
襲
撃
と
勘
按
す
れ
ば
、
う
な

　
ず
け
な
い
。
事
態
は
、
ま
さ
に
「
世
直
し
一
挨
」
で
あ
り
、
　
「
新
聞
雑
誌
」
の
い
う
よ
う
な
復
古
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
こ
の
蜂
起
が
、

　
徴
兵
令
反
対
諸
一
撲
の
一
環
を
な
し
て
い
た
こ
と
だ
げ
は
事
実
で
あ
る
。
と
す
れ
ぼ
、
反
対
の
立
場
は
ち
が
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
た
だ
こ
の
一

　
点
だ
け
で
は
一
時
的
に
で
も
協
定
で
ぎ
た
は
ず
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
士
族
反
乱
党
が
真
向
う
か
ら
農
民
一
撲
の
弾
圧
を
買
っ
て
で
た
と
こ

　
ろ
に
、
両
老
の
連
繋
そ
の
も
の
が
無
理
な
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

内
　
市
来
四
郎
に
よ
れ
ば
、
　
「
上
下
夫
卒
迄
惣
人
員
凡
二
万
人
、
此
内
兵
士
凡
一
万
二
千
人
、
卒
八
千
人
位
な
り
」
　
（
一
〇
年
二
月
二
四
日
日
記
）

　
と
書
か
れ
て
お
り
、
本
文
は
『
西
南
記
伝
」
の
記
述
に
よ
つ
た
（
中
ノ
一
　
二
八
三
－
五
頁
参
照
）
。

伺
　
一
一
西
南
記
伝
」
中
ノ
一
　
二
八
六
－
九
頁
。

内
　
　
「
鹿
児
島
は
過
半
以
上
区
戸
長
の
年
を
以
て
取
立
て
た
る
由
」
・
「
党
軍
に
は
時
々
金
を
差
送
る
と
云
、
其
金
は
租
税
石
代
を
取
立
て
集
り
た
る

　
丈
け
づ
っ
続
け
る
と
ぞ
」
・
「
金
も
石
代
上
納
を
催
促
し
、
追
々
と
差
続
け
た
り
」
　
（
市
来
四
郎
日
記
四
月
六
日
）
と
い
わ
れ
、
ま
た
、
　
「
諸
郷
へ

　
告
諭
し
貸
上
金
中
付
け
た
る
由
、
先
日
西
郷
な
ど
出
軍
の
時
、
上
下
町
市
中
へ
諭
缶
し
出
金
の
商
凡
そ
二
万
八
千
円
余
に
及
び
し
と
い
ふ
」
　
（
同

　
上
三
月
二
四
口
）
と
も
硲
か
れ
て
い
る
。
掠
奪
事
件
に
っ
い
て
は
、
阿
南
治
助
の
実
話
と
し
て
一
、
西
晦
記
伝
「
一
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

　
「
此
の
時
久
弦
の
博
多
浦
に
琉
球
砂
糀
を
秋
載
し
た
る
帆
船
の
鹿
児
島
に
斎
す
る
あ
り
、
其
船
は
蓋
し
鹿
児
舟
市
上
町
の
山
崎
某
と
云
ふ
も
の
の

　
所
有
な
り
し
な
り
。
時
に
汰
見
有
常
は
私
学
校
党
の
推
す
所
と
な
り
て
鹿
児
鳥
県
令
心
得
た
り
し
が
、
屯
ち
に
其
船
頭
を
招
き
之
に
告
げ
て
日
く

　
一
、
汝
の
船
主
は
以
庁
よ
り
金
を
併
り
て
琉
球
に
下
り
し
も
の
な
り
、
而
し
て
今
や
因
家
危
急
の
際
、
軍
資
急
を
要
す
る
を
以
て
其
秒
糠
は
我
に
於

　
て
之
を
収
む
べ
し
」
と
。
…
…
其
砂
糀
は
沫
見
の
収
む
る
所
と
な
り
、
一
斤
一
銭
と
い
ふ
安
仇
に
て
之
を
川
内
［
和
町
の
さ
、
市
来
の
兼
平
な
る

　
も
の
に
売
却
し
軍
資
金
一
、
一
千
Ｈ
を
獲
た
り
」
（
巾
ノ
一
　
二
九
九
頁
）
。
ま
た
一
西
陥
征
討
史
略
」
に
も
こ
う
杵
か
れ
て
い
る
。
「
賦
兵
ノ
日
向
三
河

　
内
附
近
ノ
地
ニ
ア
ル
モ
ノ
滞
二
映
後
蔦
原
二
山
デ
里
ｒ
｝
甚
某
ヲ
幼
カ
シ
テ
金
穀
若
干
ヲ
掠
擦
シ
、
復
タ
其
親
戚
甲
斐
某
ヲ
縛
シ
、
令
シ
テ
□
ク

　
一
村
ノ
人
＾
侮
戸
一
円
ヲ
出
シ
且
米
五
十
奄
ヲ
以
テ
軍
禎
二
供
セ
ヨ
、
若
シ
命
令
ヲ
本
ゼ
ザ
レ
バ
岬
某
ヲ
斬
ソ
ト
、
農
火
皆
色
ヲ
失
ヒ
金
ヲ
醸
シ

　
テ
某
ヲ
宥
サ
ソ
コ
ト
ヲ
謀
ル
ニ
至
ル
」
と
（
巻
之
七
　
八
頁
）
。
こ
れ
と
同
じ
事
態
は
中
津
隊
に
も
み
ら
れ
る
。
時
を
同
じ
・
）
し
て
蜂
起
し
た
農
民

　
大
一
探
を
白
軍
に
利
旧
川
し
よ
う
と
し
た
中
津
隊
貝
松
本
大
五
郎
は
「
今
般
の
挙
」
は
「
民
の
税
鰍
を
薄
ふ
し
、
海
外
の
条
約
を
改
正
」
す
る
に
あ

　
”
勺
÷
。
阿
川
地
方
の
災
＾
に
泌
ざ
、
約
干
人
を
糾
合
し
た
が
、
彼
は
炎
火
を
拠
つ
て
諦
方
の
慨
家
か
ら
鮒
乍
を
碓
わ
せ
そ
れ
を
「
一
人
に
て
私
し
一

　
　
士
族
反
乱
の
椛
遣
的
特
徴
に
つ
い
て
（
二
）
　
（
後
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
　
（
二
三
五
）
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よ
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
怒
っ
た
農
民
は
松
本
を
斬
殺
し
、
中
津
隊
へ
の
に
く
し
み
に
も
え
た
と
い
う
（
郵
便
報
知
一
〇
年
五
月
一
八
日
）
。

げ
心
　
「
西
南
記
伝
」
に
よ
れ
ば
発
行
額
は
一
四
万
一
四
二
〇
円
と
さ
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
そ
れ
以
上
に
上
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
発
行
計
画

　
書
に
よ
れ
ば
百
万
円
を
発
行
し
そ
の
通
用
期
間
を
三
年
問
と
す
る
と
さ
れ
、
毎
日
二
十
五
、
六
人
の
職
工
を
使
用
し
て
六
月
か
ら
八
月
迄
製
造
さ

　
れ
た
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
る
。
い
ま
そ
の
計
画
書
と
『
酉
南
記
伝
』
記
載
の
発
行
額
と
を
対
照
す
れ
ぱ
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

１
６
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
「
１
１
，
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
」

種
　
　
類

計
　
　
　
函
　
　
　
書

発
　
　
　
　
　
行
　
　
　
　
　
額

拾
円
札
一
　
　
　
八
千
枚

八
万
円

三
千
六
百
枚

三
万
六
千
円

一
“

二
万
枚

一
〇
万
円

一
万
千
六
百
枚

五
万
八
千
円

一
二
万
五
千
枚

二
五
万
円

　
　
　
　
１
一
円
札
　
一

三
五
万
枚

三
五
万
円

三
万
六
百
枚

三
万
六
百
円

五
〇
銭
札

二
〇
万
枚

一
〇
万
円

二
万
七
千
六
百
枚

一
万
三
千
八
百
円

二
〇
銭
札

三
五
万
枚

七
万
円

一
万
六
百
枚

二
千
百
二
拾
円

一
〇
銭
札
一

五
〇
万
枚

五
万
円

九
千
枚

九
百
円

十
三
司

一
五
五
万
三
千
枚

一
〇
〇
万
円

九
万
三
千
枚

一
四
万
千
四
百
二
拾
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
田
強
「
西
郷
札
」
　
（
経
済
史
研
究
二
一
巻
五
号
－
昭
和
九
年
一
一
月
）
参
照
。

い
　
反
乱
の
直
前
、
正
し
く
は
六
年
一
一
月
、
中
島
牌
蔵
・
徳
久
幸
次
郎
・
村
地
正
治
の
三
人
は
鹿
児
島
に
西
郷
．
桐
野
を
訪
ね
て
、
同
時
蜂
起
を

　
う
な
が
し
た
。
こ
の
時
の
会
見
内
答
に
っ
い
て
村
地
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
　
「
鹿
児
島
の
方
で
は
時
機
が
ま
だ
熟
さ
な
い
、
時
機
が
ま
だ

　
早
い
と
云
う
、
；
口
に
言
へ
ば
一
点
張
の
諭
で
あ
り
ま
し
た
。
私
等
は
そ
れ
に
反
し
ま
し
て
此
機
会
を
失
へ
ぱ
再
び
此
好
機
と
い
ふ
者
は
到
来
せ

　
ぬ
で
あ
ろ
ふ
と
思
ふ
。
…
…
蟹
方
意
見
が
合
は
ぬ
、
到
底
私
等
の
議
論
に
一
致
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
然
ら
ぱ
到
底
互
の

　
惹
見
と
し
て
仕
方
が
無
い
か
ら
蟹
方
目
的
の
上
に
於
て
互
に
障
害
せ
ぬ
と
云
ふ
こ
と
に
約
束
を
し
て
亦
別
れ
ま
し
た
」
と
（
『
江
藤
南
白
』
下
、

　
「
西
南
記
伝
」
上
ノ
ニ
　
四
〇
四
～
五
頁
）
。
こ
の
点
に
つ
い
て
東
京
日
日
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
（
久
保
田
寛
一
の
加
治
木
発
戦
況
報
告
）

　
－
「
原
来
鹿
児
鳥
城
下
の
兵
は
常
に
郷
士
族
を
蔑
視
し
、
郷
土
族
は
争
っ
て
城
下
兵
に
拮
抗
す
る
勢
あ
り
し
が
、
近
来
は
其
争
ひ
漸
く
甚
し
く
、

　
遂
に
郷
十
と
城
下
土
族
の
問
に
紛
続
を
生
じ
、
賊
兵
中
頗
る
混
雑
の
由
な
り
」
と
（
一
〇
年
七
月
一
九
日
）
。
こ
の
抗
争
は
軍
団
の
身
分
制
的
絹



　
成
が
敗
戦
を
目
前
に
し
て
く
ず
れ
つ
つ
あ
る
と
同
時
に
、
西
郷
軍
団
の
内
部
的
弱
さ
の
原
因
で
も
あ
つ
た
。

目
　
林
有
造
『
旧
夢
談
』
　
（
明
治
文
化
全
集
雑
史
篇
五
九
頁
）
。
林
有
造
は
周
知
の
よ
う
に
民
権
政
杜
立
志
杜
の
幹
部
で
あ
り
、
士
族
反
乱
派
と
は

　
そ
の
志
向
す
る
と
こ
ろ
は
異
っ
て
い
た
。
だ
が
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
、
立
志
杜
Ｈ
士
族
民
権
派
は
必
ず
し
も
民
権
論
に
徹
底
し
て
は
お
ら
ず
、

　
武
士
意
識
を
克
服
し
え
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
の
武
士
意
識
を
基
調
と
し
て
、
こ
の
初
期
の
民
権
論
者
た
ち
は
国
権
拡
張
論
者
と
し
て
脊
場
し
て

　
い
た
。
こ
の
点
に
っ
い
て
は
拙
著
、
自
由
民
権
運
動
」
・
拙
稿
「
自
由
民
権
運
動
に
お
け
る
組
織
論
に
つ
い
て
」
　
（
日
本
史
研
究
五
〇
号
）
、
　
「
士

　
族
民
権
の
歴
史
的
評
価
」
　
（
明
治
史
料
連
絡
協
議
会
編
』
民
権
運
動
の
展
開
』
所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

目
　
長
沼
熊
太
郎
著
「
征
韓
論
分
裂
始
末
』

目
　
、
西
南
記
伝
』
上
ノ
ニ
、
四
一
八
頁
。

同
　
大
江
志
乃
夫
著
『
明
治
国
家
の
成
立
」
。
資
料
的
に
は
佐
六
友
房
の
「
熊
本
各
党
沿
革
一
班
」
　
（
『
克
堂
佐
々
先
生
遺
稿
』
五
～
八
頁
）
に
く
わ

　
し
い
。
佐
々
は
、
学
校
党
を
「
旧
藩
政
府
及
藩
立
時
習
館
に
関
係
あ
る
者
を
総
称
す
る
者
に
し
て
固
よ
り
一
定
の
主
義
及
確
た
る
一
団
結
を
成
し

　
た
る
者
に
は
非
ざ
る
な
り
」
と
規
定
し
、
そ
の
分
派
た
る
勤
王
党
は
「
撰
夷
論
の
一
轍
に
出
て
且
っ
不
平
相
投
ず
る
の
勢
よ
り
互
に
命
脈
を
通
じ
」
・

　
「
専
ら
洋
風
を
主
張
す
る
」
実
学
党
と
対
立
し
て
学
校
党
と
「
相
合
し
」
、
ま
た
敬
神
党
は
勤
王
党
よ
り
分
派
し
た
も
の
で
、
「
単
に
神
力
に
因
っ

　
て
撰
夷
の
日
的
を
達
せ
ん
と
欲
し
殆
ど
人
事
を
廃
し
専
ら
敬
神
を
以
て
務
と
せ
り
」
と
書
い
て
い
る
。

伺
　
『
西
南
記
伝
」
上
ノ
ニ
　
五
四
〇
頁
。

　
　
敬
神
党
は
九
年
一
〇
月
中
句
秋
月
党
に
た
い
し
て
次
の
よ
う
に
ょ
び
か
け
た
。
　
「
我
党
の
計
画
既
に
熟
し
、
断
然
義
旗
を
挙
ぐ
べ
き
に
決
し
、

　
将
に
日
を
期
し
て
熊
本
鎮
台
を
屠
り
、
将
に
大
に
為
す
所
あ
ら
ん
と
す
。
然
れ
ど
も
我
党
は
少
数
に
し
て
豫
じ
め
其
成
功
を
期
す
可
か
ら
ず
。
但

　
だ
決
死
率
先
し
て
義
を
天
下
に
唱
へ
ん
と
す
る
の
み
。
此
時
に
当
り
、
他
党
の
奮
起
し
て
之
に
応
ず
る
や
否
や
は
未
だ
知
る
可
か
ら
ざ
る
も
の
あ

　
り
。
故
に
秋
月
の
同
志
に
於
て
は
我
党
の
志
の
在
る
所
を
察
し
、
我
党
率
先
の
挙
に
応
ず
べ
く
ん
ぼ
速
に
之
に
応
ぜ
よ
。
若
し
応
ず
る
こ
と
能
は

　
ず
ん
ば
、
宜
し
く
時
宜
を
侠
て
我
党
の
志
を
継
げ
よ
。
而
し
て
目
下
我
党
の
義
気
を
鼓
舞
せ
ん
が
為
に
、
秋
月
人
士
よ
り
数
名
を
派
し
て
声
援
せ

　
ら
る
れ
ば
則
、
り
幸
甚
な
り
」
と
（
同
上
五
六
九
－
七
〇
頁
）
。
こ
れ
に
た
い
し
て
秋
月
党
も
ま
た
「
神
風
連
の
一
挙
侍
む
に
足
ら
ざ
る
な
り
」
（
同

　
上
五
七
三
頁
）
と
双
方
が
優
越
意
識
を
も
ち
、
協
同
を
阻
ん
だ
。

い
　
「
西
南
記
伝
」
は
こ
う
伝
え
て
い
る
。
　
「
我
党
は
少
数
な
り
と
雄
ど
も
天
下
に
率
先
し
て
大
義
を
唱
ふ
る
の
勝
広
た
る
は
嘗
て
湖
す
る
所
な
り
。

　
今
日
は
決
し
て
賊
蹄
遼
巡
す
べ
ぎ
の
秋
に
あ
ら
ず
」
と
（
上
ノ
ニ
、
五
四
一
頁
）
。
こ
の
少
数
精
鋭
主
義
Ｈ
志
士
煎
識
は
、
敬
神
党
の
末
端
に
ま

　
　
士
族
反
乱
の
構
造
的
特
徴
に
っ
い
て
（
二
）
　
（
後
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
　
（
二
三
七
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
　
（
二
三
八
）

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
二
号
）

で
浸
透
し
て
い
ち
自
尽
し
た
十
七
歳
の
少
年
猿
渡
唯
夫
は
そ
の
辞
世
隻
た
っ
て
こ
－
詩
っ
て
い
る
。
「
割
一
土
売
一
戒
夷
二
朝
王
室
危
。
丹

心
報
一
国
志
よ
地
神
雰
一
・
ま
た
「
大
君
の
御
先
ぎ
仕
一
て
益
良
男
か
名
を
し
立
っ
一
ぎ
時
集
に
け
り
一
と
。
か
か
至
一
士
意
識
は
、
自
軍

　
　
の
た
だ
し
さ
を
一
途
に
信
じ
・
そ
の
主
観
的
判
断
に
よ
っ
て
他
を
律
す
る
と
い
う
精
神
状
況
を
作
り
だ
す
。
そ
れ
が
必
然
的
に
優
越
観
と
排
他
性

　
　
を
も
た
ら
す
と
い
つ
て
よ
い
。

伺
一
戦
抱
日
記
一
一
一
克
堂
佐
美
生
遺
稿
一
二
四
二
頁
一
。
西
郷
派
に
た
い
す
る
学
校
党
の
対
抗
意
識
は
、
県
下
各
党
に
た
い
し
て
芝
の
妻

　
　
適
用
で
ぎ
る
で
あ
言
４
れ
が
・
敬
神
党
の
反
乱
に
高
調
し
奈
っ
た
基
調
差
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
西
郷
軍
が
熊
本
城
攻
撃
隻
た

　
　
っ
て
学
校
党
と
協
同
し
よ
う
と
し
た
と
ぎ
・
西
郷
は
そ
の
連
絡
集
た
学
校
党
員
を
敬
神
党
員
と
誤
解
し
「
今
夜
敬
神
党
抜
刀
し
て
城
中
に
突
入

　
　
せ
ん
と
す
る
に
由
り
・
薩
軍
券
之
と
共
に
襲
撃
し
一
挙
し
て
城
姦
か
ん
と
欲
す
一
と
い
っ
た
の
に
対
し
、
学
校
党
領
袖
池
辺
吉
十
郎
は
「
敬

　
　
神
党
の
残
徒
侍
む
に
足
ら
ず
」
と
う
そ
、
ふ
い
た
（
『
西
南
記
伝
」
下
ノ
一
、
二
七
頁
）
。

同
薩
軍
が
熊
本
城
の
攻
撃
を
開
始
し
た
と
ぎ
池
辺
は
「
薩
軍
攻
城
に
議
決
せ
り
、
彼
を
し
て
独
り
先
鞭
を
着
け
し
む
、
豊
に
遺
憾
隻
ら
ず
け
。

　
　
宜
し
く
共
に
一
撃
以
て
城
を
抜
く
べ
し
一
と
提
案
し
た
と
い
－
一
一
籍
日
記
一
同
上
書
二
五
・
頁
一
。
薩
軍
と
の
対
抗
は
、
個
次
の
戦
術
面
で
も

　
　
数
多
く
み
ら
れ
る
；
と
え
ば
・
政
府
軍
の
反
撃
に
あ
っ
て
熊
本
城
の
包
囲
を
解
く
と
ぎ
、
熊
本
隊
は
西
郷
軍
の
要
請
に
よ
っ
て
最
前
線
に
出
さ

　
　
れ
・
薩
軍
の
撤
砦
援
助
さ
苫
れ
た
こ
と
や
・
そ
れ
に
怒
一
た
熊
本
隊
員
が
四
月
一
二
日
に
「
熊
本
隊
の
み
を
以
て
推
身
墾
、
決
を
一
時
に
取
。

　
　
り
賓
て
後
己
ま
ん
考
徒
に
薩
軍
の
牛
後
に
属
一
す
べ
か
ら
ず
と
し
て
反
撃
を
主
張
し
…
と
な
ど
そ
の
一
例
麦
る
一
同
上
書
二
八
二
頁
一

　
Ｇ
づ
　
　
一
、
、
州
旧
火
太
郎
伝
』

　
ｏ
　
「
西
南
記
伝
」
下
ノ
一
、
一
六
七
～
ニ
ハ
八
頁
。

　
〕
　
『
西
閑
記
伝
」
上
ノ
ニ
、
六
八
○
頁
。

　
ほ
　
本
同
書
、
六
八
四
－
八
八
頁
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
節
　
士
族
反
乱
の
歴
史
的
詐
価

以
上
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
・
わ
れ
わ
れ
は
上
族
反
乱
の
構
迭
的
鞍
茨
！
う
に
餅
す
る
こ
と
が
で
き
、
。
。
す
、
べ
わ
ち

反
乱
軍
が
竃
し
よ
う
と
し
た
権
力
形
態
は
、
葉
そ
れ
萎
握
す
る
か
を
別
と
す
れ
ば
、
士
族
と
り
わ
け
雑
派
士
族
の
独
裁



に
も
と
づ
く
軍
事
的
・
封
建
的
絶
対
的
主
義
で
あ
っ
た
。
そ
○
絶
対
主
義
が
軍
事
的
・
封
建
的
で
あ
る
所
以
は
、
ア
ジ
ァ
侵
略
と
り

わ
け
征
韓
の
速
時
断
行
の
た
め
の
武
力
充
実
を
一
切
の
政
策
の
基
調
と
し
て
設
定
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
政
権
の
担
い
手
た
り

ま
た
政
策
の
遂
行
老
と
し
て
予
定
さ
れ
る
士
族
が
、
討
幕
派
に
厚
く
非
討
幕
派
に
薄
い
と
い
う
ち
が
い
が
あ
る
と
し
て
も
、
ひ
と
し

く
家
禄
や
貢
租
徴
収
権
を
も
つ
「
帝
国
直
属
の
騎
土
身
分
」
と
し
て
再
生
さ
れ
る
点
に
あ
な
。
家
禄
ヤ
貢
租
徴
収
権
を
も
つ
士
族
Ｈ

郷
士
が
統
一
的
絶
対
主
権
に
直
属
す
る
と
い
う
政
治
体
制
を
さ
さ
え
る
た
め
に
は
、
そ
の
基
盤
と
し
て
国
家
的
Ｈ
封
建
的
土
地
所
有

が
創
出
・
確
保
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
西
郷
１
－
薩
摩
反
乱
軍
や
荻
反
乱
軍
の
要
求
〇
一
つ
に
地
租
改
正
反
対
が
う
た
わ
れ
た
の
は
そ

の
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
権
力
構
造
に
つ
い
て
の
構
想
は
、
反
乱
軍
に
参
加
し
た
個
六
人
の
要
求
と
不
可
分
の
関
係
に
た
っ

て
い
る
。
個
六
人
の
要
求
の
中
心
的
な
も
の
は
剥
奪
さ
れ
た
家
禄
や
貢
租
徴
収
権
の
同
復
で
あ
っ
た
。
ン
、
れ
は
彼
等
の
家
計
維
持
と

い
う
間
題
も
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
特
権
的
身
分
１
－
階
級
と
し
て
の
政
治
的
地
位
の
回
復
・
安
定
化
に
か
か
わ
つ

て
い
た
。
　
「
帯
刀
」
要
求
も
「
土
の
常
識
」
の
同
復
要
求
も
こ
の
家
禄
乃
至
貢
租
徴
収
権
の
回
復
要
求
と
内
的
運
関
を
も
っ
て
い
た
。

だ
か
ら
三
〆
、
、
家
禄
乃
至
貝
租
徴
収
権
の
要
求
が
権
力
を
掌
握
す
る
と
い
う
志
向
と
深
く
緕
び
つ
い
た
の
で
あ
る
。
彼
等
の
蜂
起
の

主
体
的
条
件
は
、
彼
等
が
討
幕
運
動
の
主
典
な
担
い
手
で
あ
っ
た
と
い
う
白
負
と
討
幕
軍
の
組
繊
が
、
た
と
え
ば
薩
摩
に
お
け
る
教

導
隊
・
災
談
払
↓
私
学
校
と
し
て
、
あ
る
い
は
佐
貨
征
韓
党
の
中
核
と
な
っ
た
尚
武
隊
（
親
兵
と
し
て
四
年
に
上
京
・
六
年
政
変
で
大
部

分
が
脱
隊
．
帰
郷
）
ｏ
ご
と
く
、
ま
た
荻
ヤ
上
作
★
鋤
丁
党
の
よ
う
に
権
力
機
構
に
准
川
さ
れ
ず
在
地
に
あ
っ
て
徒
食
し
て
い
た
十
族

や
郷
十
に
よ
っ
て
い
つ
で
も
結
災
で
き
る
状
態
と
し
て
汎
存
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
か
か
る
忠
想
と
行
動
を
つ
ら

ぬ
い
て
い
た
Ｏ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
八
十
な
。
漱
で
あ
っ
た
。
ン
、
の
八
土
意
識
は
、
一
方
で
は
反
乱
軍
Ｏ
身
分
的
編
成
と
杣
互
閉
の

非
述
帯
性
を
生
み
、
他
方
で
は
直
按
小
汰
考
岬
と
ｏ
反
擬
関
係
を
も
た
ら
し
た
。

　
　
　
士
族
反
乱
の
構
造
的
特
徴
に
つ
い
て
（
二
）
　
（
後
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
（
二
三
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
筆
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
　
（
二
四
〇
）

　
こ
の
よ
う
な
時
代
逆
行
的
思
想
と
行
動
の
杜
会
経
済
的
背
景
は
、
薩
摩
や
土
佐
古
勤
王
党
の
地
盤
が
典
型
的
に
示
し
て
い
る
よ
う

に
・
郷
士
的
Ｈ
封
建
的
土
地
所
有
の
重
圧
に
よ
っ
て
そ
の
生
産
力
の
自
由
な
発
展
を
い
ち
ぢ
る
し
く
阻
害
さ
れ
た
お
く
れ
た
農
業
Ｈ

経
済
構
造
と
そ
れ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
直
接
生
産
老
層
の
階
級
意
識
の
未
成
熟
と
で
あ
っ
た
。

　
士
族
反
乱
の
構
造
を
右
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
当
年
の
国
民
的
課
題
と
は
全
く
相
反
す
る
も

の
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
第
一
に
軍
事
的
・
封
建
的
絶
対
主
義
権
力
は
家
禄
乃
至
貢
租
徴
収
権
を
保
有
す

る
士
族
層
の
み
の
階
級
的
利
益
を
擁
護
し
、
そ
の
た
め
に
生
産
お
よ
び
所
有
の
白
由
と
政
治
的
白
由
を
求
め
る
在
地
の
豪
農
商
層
を

も
ふ
く
め
た
人
民
層
の
利
益
と
全
く
対
立
し
、
第
二
に
そ
の
権
力
を
さ
さ
え
る
物
質
的
基
礎
た
る
国
家
的
Ｈ
封
建
的
土
地
所
有
は
、

国
内
的
と
り
わ
け
世
界
史
的
条
件
に
よ
っ
て
方
向
規
定
さ
れ
た
目
本
の
資
本
主
義
的
発
展
へ
の
道
を
阻
害
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

総
じ
て
・
わ
れ
わ
れ
は
上
族
反
乱
の
な
か
に
一
片
の
近
代
化
の
方
向
性
を
も
み
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
『
中
外

評
論
』
で
す
ら
、
次
の
よ
う
に
断
言
せ
ざ
る
を
え
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
　
「
我
目
本
帝
国
に
一
種
無
類
の
人
種
あ
り
。
名
け
て
不
平

士
族
と
云
・
而
し
て
共
性
た
る
頑
に
し
て
随
愚
に
し
て
弱
、
己
れ
世
変
の
何
物
た
る
事
知
せ
ず
、
只
曇
封
建
の
残
夢
に
昏
迷
し
、
斗

升
○
禄
に
谷
恋
し
、
怒
つ
て
激
す
る
能
は
ず
、
進
ん
で
死
す
る
能
は
ず
、
右
に
逮
巡
、
左
に
趨
趣
議
然
と
し
て
開
明
の
進
路
を
支
障

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；

す
・
何
ぞ
共
随
な
る
ヤ
。
今
や
共
幾
人
ど
希
な
り
。
勝
て
慨
す
可
け
ん
や
」
と
。
い
ま
ヤ
反
乱
軍
は
、
白
ら
は
民
権
派
と
称
し
な
カ

ら
む
し
ろ
反
乱
派
土
族
に
よ
り
親
近
性
を
二
小
し
て
い
た
『
評
論
新
聞
』
ｎ
『
中
外
評
論
』
か
ら
も
見
放
さ
れ
て
し
ま
つ
た
。
、
１
、
の
孤
立

性
は
「
世
変
」
を
知
ら
ず
「
開
明
の
進
路
」
に
立
ち
ふ
さ
が
ろ
う
と
す
る
彼
等
の
要
求
と
組
織
と
が
必
然
的
に
生
み
落
し
た
産
物
で

あ
っ
た
。

　
○
　
拙
編
一
一
白
出
民
権
思
想
」
上
巻


